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連結業績ハイライト

◆‌‌売上高は、機械制御系をはじめとしたシステム構築分野が好調に推移し、前年同期比104.7%の81,849百万
円となりました。
◆‌‌営業利益は、増収や不採算案件の減少による原価率の改善により、前年同期比116.5%の4,046百万円となり
ました。
◆経常利益は、前年同期比106.3%の4,080百万円となりました。
◆親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同期比110.0%の2,106百万円となりました。
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当第2四半期連結累計期間は、当社グループがこれまで取り組んできた技術研究や開発案件の中で培った様々な技術分
野でのノウハウを活かし、特に最新の技術分野や経験の深い業務分野のシステム開発等において積極的な受注活動を
行ってまいりました。更に、人材採用の拡大、短期間での技術者育成、ビジネスパートナーとの連携による体制の強化等
により、各分野における需要の高まりに対応してまいりました。
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組込系／制御系ソフトウェア

売上高

22,872百万円
（前年同期比　114.0%）

自動車やFAなどの機械制御系、電力や航
空・宇宙分野などが好調に推移したこと
により、モバイルや通信制御の減少を補
い、前年同期比114.0％の増収となりま
した。

    

プロダクト・サービス

売上高

23,790百万円
（前年同期比　107.9%）

一部のライセンスビジネスに、前
年の大型案件による反動減があっ
たものの、データ通信端末などの
自社製品や、クラウド・仮想化サー
ビスが堅調に推移したことなどに
より、前年同期比107.9％の増収
となりました。

    

ファシリティ

売上高

1,359百万円
（前年同期比　117.6%）

当社及び一部の連結子会社が所有
しているオフィスビルの賃貸収入
等により、前年同期比117.6％の
増収となりました。

業務系ソフトウェア

売上高

21,153百万円
（前年同期比　96.7%）

金融業向けが好調だったものの、流通業
向けなどの減少により、前年同期比
96.7％の減収となりました。

    

アウトソーシング

売上高

8,421百万円
（前年同期比　94.7%）

流通業向け取引の減少などにより、
前年同期比94.7％の減収となり
ました。

その他

売上高

4,251百万円
（前年同期比　103.4%）

データエントリー事業やコンタク
トセンター事業等のその他事業に
ついては、前年同期比103.4％の
増収となりました。
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トピックス

CSR活動

高成長が続く受託開発ニーズに対応しつつ、
車載ソフト事業の多角化・高度化を推進

熊本地震の被災地への復興支援を行っております
　この度の熊本地震により被災された皆様に謹んでお見舞い申し上げます。
　皆様の一日も早い復旧と復興を心よりお祈り申し上げます。
　当社では、被災地における生活基盤の一日も早い復旧・復興の一助となるべく、継続的に支援を行っております。

＜主な支援内容＞
⃝社員有志によるボランティア活動
　◦これまでの被災地支援の経験を活かしたボランティアセンターの運営支援や地震で壊れた家具・瓦礫の撤去作業など
⃝社員7名による熊本市役所の業務支援
　◦窓口対応、罹災証明申請受付・データ入力・問い合わせ対応など
⃝ICTを活用した支援として、当社プロダクトを無償提供
　◦コミュニケーションロボット「PALRO（パルロ）」を避難所となっている福祉施設に無償提供
　◦総合教育ソリューション「みらいスクールステーション」を体育館が避難所となり、全校集会が出来ない小中学校に無償提供
⃝熊本地震義援金を寄付
　◦熊本市で被災された方々の生活基盤の一日も早い復旧・復興の一助となるべく、義援金として熊本市へ100万円を寄付

　今後も、被災した現地への社員によるボランティア活動をはじめ、支援活動に継続して取り組んでまいります。

（※1）APTJ株式会社（APTJ : Automotive Platform Technology Japan）
名古屋大学発ベンチャー企業として、車載制御システム向けソフトウェアプラットフォームを開発・販売。品質が高く自由に改変可能で国内でサポートできる
AUTOSAR（※2）仕様をベースとした車載制御システム向けソフトウェアプラットフォームを開発し、国際的に普及させることを目指しています。

（※2）AUTOSAR（オートザー、AUTomotive Open System ARchitecture）
欧州自動車メーカーを中心に、車載ソフトウェアの共通化を目指して2003年に設立された団体です。 また、車載ソフトウェアの共通化を実現するためのプ
ラットフォームの仕様の名称でもあります。
AUTOSARは、アウトザール・ゲゼルシャフト・ビュルゲルリッヒェン・レヒツの商標です。

＜市場の動き＞
　2016年～　自動車のエレクトロニクス化が更に加速し、ソフト開発の拡大が続く

＜市場の動き＞
　2018年～　自動運転に関するコア技術の乱立から淘汰へ

＜市場の動き＞
　2020年～　‌自動運転時代の始まり‌ ‌

新たなサービス事業者の台頭

＜当社の施策＞
⃝人員体制の整備
⃝生産拠点の分散
⃝中核拠点（名古屋）の増強

＜当社の施策＞
⃝�車載ソフト事業の本格展開
　（APTJ株式会社（※1）との協業）

＜当社の施策＞
⃝�車載ソフトウェア、クラウド、IoT、AI分野の
知見をもとに、新たなシステム開発ニーズに
対応するビジネスを展開



当社の社会貢献活動である「第28回全日本ロボット相撲全国大会」と「INTERNATIONAL‌
ROBOT‌SUMO‌TOURNAMENT‌2016」を開催いたします。マス席、昼食のご用意もご
ざいますので、株主の皆様におかれましては、ぜひ会場へご来場の上、土俵の上で繰り広げ
られるスピーディでパワフルな戦いをご覧ください。
ご来場の際には、本「FUJISOFT‌Report」をご持参の上、会場受付にてご提示ください。

日時：2016年12月18日（日）　10：00～16：00（予定）
場所：両国国技館（東京都墨田区横網1-3-28）

くわしくは以下公式サイトをご覧ください。
全日本ロボット相撲大会‌公式サイト　URL　http://www.fsi.co.jp/sumo/

■「第28回全日本ロボット相撲全国大会」
　「INTERNATIONAL ROBOT SUMO TOURNAMENT 2016」

製品・サービスに関する情報やイベント開催などの最新情報を配信しています。ぜひご覧ください。
名称‌富士ソフト株式会社　　URL‌https://www.facebook.com/FUJISOFT.japan‌

■富士ソフト公式Facebookページのご案内

本社　〒231-8008‌神奈川県横浜市中区桜木町一丁目1番地　TEL：045-650-8811（大代表）

AFJI-AC（I）-801-9C-CRFSI/PPN

■株式の状況（2016年6月30日現在）

●株式の状況
◦発行可能株式総数‌ ………………… 130,100,000株
◦発行済株式の総数‌ ……………………33,700,000株
◦株主数‌ ………………………………………… 8,001名
◦単元株式数‌ ……………………………………… 100株

●大株主

氏名又は名称 所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合
（％）

有限会社エヌエフシー 3,228 9.58
NORTHERN TRUST CO.

（AVFC） RE SILCHESTER 
INTERNATIONAL INVESTORS 
INTERNATIONAL VALUE 
EQUITY TRUST

2,045 6.07

野澤　宏 1,545 4.59
日本トラスティ・サービス信託銀行
株式会社（信託口） 1,458 4.33

NORTHERN TRUST CO.
（AVFC） RE U.S. TAX 
EXEMPTED PENSION FUNDS

1,260 3.74

新井　隆二 1,022 3.03
日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口） 833 2.47

NORTHERN TRUST CO.
（AVFC） SUB A/C NON TREATY 725 2.15

野澤　則子 629 1.87
BBH FOR BBHTSIA NOMURA 
FUNDS IRELAND PLC/JAPAN 
STRATEGIC VALUE FUND

602 1.79

（注）上記のほか当社所有の自己株式2,507千株（7.44％）があります。

■株主メモ

事業年度 1月1日から12月31日

期末配当基準日 12月31日

中間配当基準日 6月30日

定時株主総会 毎年3月に開催

単元株式数 100株

株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同連絡先 〒137-8081
東京都江東区東砂七丁目10番11号
三菱UFJ信託銀行株式会社‌証券代行部
TEL：0120-232-711（通話料無料）

公告掲載URL http://www.fsi.co.jp/ir/notify/
ただし、事故その他やむを得ない事由に
よって電子公告による公告をすることが
できない場合は、日本経済新聞に掲載し
て行います。

（ご注意）
1．  株主様の住所変更、単元未満株式の買取請求その他各種お手続きにつきま

しては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ること
となっております。口座を開設されている証券会社等にお問合せください。
株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意
ください。

2．  特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱
UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座
管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。なお、三菱UFJ信託銀行
全国各支店にてもお取次ぎいたします。

3．  未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいた
します。

【配当金計算書について】
　同封いたしております「配当金計算書」は、租税特別措置法の規定に基づき作
成する「支払通知書」を兼ねております。配当金をお受取りになった後の配当金
額のご確認や確定申告の資料としてご利用いただけます。
　なお、配当金を証券口座でお受取り（株式数比例配分方式）の株主様は、お取
引のある証券会社へご確認ください。


